
大阪府内産材の流通の仕組み
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※場合によっては、この後に防腐処理等を行うこともある。

※本資料は埼玉県の「木造公共建築物整備の手引」を基に、大阪府森林組合から聴取した内容を加味し、作成した。

【資料５－１】

・森林組合には
JAS認定工場なし。

・おおさか材認証制度（H24～）
※能勢産材は含まれない。

・大阪に構造用集成材工場（中・大断面）なし。
（日本合板検査会）※JAS適合材が条件

【能勢産材】 ・樹種はヒノキとスギの割合が７：３程度。 ・規格は４ｍ材が多い。 ・含水率や強度は一般材と同じ。
・等級は１等品が多い。 ・価格は府内産材と同じ（一般材の1.1倍程度）。

・大阪にJAS認定
工場（製材）
８社あり。


